
 

第６学年国語科学習指導案 

         指導者 森 壽彦  

１．日時・場所 平成２８年 ６月８日（水）１：４０～２：２５ ６年 1組教室 

２．単元名 資料の読み方を工夫し、宮沢賢治をとらえよう 

～宮沢賢治の思いを知って、「やまなし」を書評にまとめよう～ 

教材名 中核教材「やまなし」「イーハトーヴの夢」その他伝記的資料＆図書 

３．単元目標  

 ○自分の考えをまとめるために、宮沢賢治に関する作品や資料などの文章を比べて読んだり、必要な

情報を摘読して探したり、多くの資料を重ねて読んだりする読み方を選択し読むことを通して、自

分の考えをもち、その考えを発表し合い、自分の考えを広げたり、深めたりしている。 

４．指導事項  

領域 読むこと 

 

 

 

５．評価規準 

国語への関心・意欲・態度 読む能力 言語についての知識・理解・技能 

・宮沢賢治について、資料によ

る情報を読んだり、文章を読

んだり、交流したりしたこと

をもとに作品を読み、書評を

まとめようとしている。 

・自分の考えをまとめるために宮

沢賢治の他の作品や宮沢賢治に

関する資料を比べたり、摘読し

て探したり、多くの資料を重ね

たりする読み方の中から効果的

だと考える読み方を選択し、読

んでいる。（イ） 
・資料を読み取り考えたことを発

表し合い、自分の考えを広げた

り、深めたりしている。（オ） 

・語感や言葉の使い方に対し

て関心をもちながら、読ん

でいる。（イ（カ）） 

６．子どもたちの実態 

今年度、「カレーライス」では、登場人物の行動や言動に共感か疑問かという視点で読み、考え

を交流することを行った。叙述をもとにして自分の経験と比べたり、自分だったらという視点

で読んだりしていく中で登場人物の心情の変化やもどかしい思いについて読み取ることができ

た。 

しかし、その後、同年代が主人公である本に興味をもったり、同一作者の本に手を伸ばした

りしている児童は少なかった。読んでみたいという思いはもっているものの、関連した資料を

探して読んだり、重ねて読んだりする経験が文学的文章においては少ない。効果的な読み方と

して本や資料を探したり、重ねたりする経験も重要だと考える。 

本単元では、宮沢賢治についていくつかの作品や資料を比べて読むことで「やまなし」を批

イ 目的に応じて、本や文章を比べて読むなど効果的な読み方を工夫すること。 

オ 本や文章を読んで考えたことを発表し合い、自分の考えを広げたり、深めたりすること。 
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判的に読み、自分の考えを書評にしたい。比べて読むだけではなく、「やまなし」の同時期に書

いた作品はどうなっているのか、その時の賢治の様子はどうだったのかなど多面的に資料を探

し、重ねて読むことでより「やまなし」についての読みを深めるようにしたい。そして、５年

生の段階として、メディアにおいて効果的な読み方の効果について考えられるようにしてきた 

ことをいかし、文学的文章でも読み方を選択できるきっかけとしていきたい。 

また、作者について知ることをいかした文学的文章の読み方について経験し、作者の背景や

考え方を知った状態で「やまなし」を読み、自分の考えと友達と考えを述べ合ったりすること

を通して、より「やまなし」について批判的に読め、自分なりの考えをもてるのではないかと思う。 

   学習を重ねる中で、友達の発言に重ねて発言し、考えを広げる児童も増えてきている。しかし、

交流する中で、発言することに意識が集中してしまい、友達の考えを意識せず、自分の考えを発信

してしまう姿が学習だけでなく、学級会などの学級活動の中でも見られる。そのため、交流の中で

深まりの部分が弱くなってしまう。そのため、本単元では互いの考えを発表し合い、聞き合う中で、

一つの意見が深まっていくような交流する姿を意識していきたい。 

７．研究テーマに迫るために 

（１）研究テーマ 

 

 

 

 

  

サブテーマ「学年で目指す子どもの姿」 

 

 

 

（２）単元を通してつけたい力 

〈本単元でつけたい国語科としての汎用的な能力〉 

  

 

 

 

 

 

  本単元では、様々な資料をもとに文章を読み取り、書評にまとめることが目的となる。書評に、ま

とめるためには作品だけではなく、作者について考えることも重要となる。本単元では、宮沢賢治の

作品や宮沢賢治について書かれた資料を比べたり、摘読して探したり、重ねたりしながら読むことで、

目的に応じて本や文章を読むときに効果的な読み方を工夫できる力を身に付けたいと考えた。そのた

めに宮沢賢治に関して、作品や資料の読み方を児童自身が選択し、読むことを通して、宮沢賢治が大

切にしていたものは何かを考え、「やまなし」を読み返し、自分の読みを書評にまとめることを行う。 
「やまなし」に出会った際に、児童は自分の考えをなかなかもつことができないと考えられる。し

自ら考え、進んで学びあうことのできる子 

 

根拠をもとに、自分の経験と関連付けながら考えを広げられる子 

友達と主体的に関わり合い、さらに自分の考えを深められる子 

 

課題解決に向けて読み方を工夫する能力 
→課題を解決するために、自分が必要だと考える資料を選択し、その中から必要なことを読み取

る。また、資料を重ねて読み、より課題に迫れるようになる。そのために、資料を比べたり、

重ねたり読むことでより課題解決に迫る読み方を理解し、その中から適切だと考える読み方を

選択し、他教科においても読み方を工夫できるようになってほしい。 
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かし、宮沢賢治の作品の中には、賢治本人を照らし合わせたような作品やその時の思いや考えがあり

ありと描かれた作品がある。宮沢賢治に関した作品や資料を読み比べ、作品に込められた思いや考え、

またそれが描かれた背景などについて知る。また、その読み取ったことが他の作品を読み取る時に効

果があることを読む活動を通して気づかせる。これらの活動を通して、「目的に応じて、本や文章を比

べて読むなど効果的な読み方を工夫すること」「本や文章を読んで考えたことを発表し合い、自分の考

えを広げたり、深めたりすること」という指導事項を達成していきたい。 

 

〈本単元で育てたい子どもたちの姿〉 

 

 

 

 

 

 

本単元では、課題に対し、考えを一人ひとりが明確にもてるような交流場面を意識して設けている。

そこで、自分たちの考えの立場を可視化させ、誰の意見と比べればよいかを考え、意見交流できるよ

うにする。また、課題解決が大きな目的となるため、課題解決に向けてどのように意見交流を行えば

よいのか考えながら活動できるようにしていきたい。今後の学級での姿として、話し合いの場や委員

会での話し合いの場で６年生と表れればよいと考えている。 

 

（３）つけたい力及びテーマに迫るための手立て 

手立て①「自分の考えをもつ」時間の確保 

  本単元では自分の本を選ぶにあたって、読書の時間の確保が大切である。そのため、学習に入る一

週間ほど前に導入をし、本と出会えるようにする。その間、児童がいろいろな本を手に取り読める時

間を確保する。 

  また、自分の考えをもてるように時間を確保することで、意見交流に向けて自分の考えを整理する

ことができると思う。事前に課題を意識し、自分の考えをまとめることが課題解決にとって大切なこ

とであったり、意見交流をより活性化したものにできたりすることに気づくことができる。 

手立て②いくつかの資料と本の選書 

  今回の単元では「宮沢賢治」に着目した本や資料を選書する。単元の中では、「やまなし」が書か

れている同時期の本やその他賢治の思いが分かりやすい本、その当時の賢治に関する資料。それらの

中から読み方を選び、探しながら読んだり、比べたりしながら読んだりできるように資料を用意して

いる。しかし、児童の中にはいろいろな宮沢賢治の作品を読んでみたいと思う子やどのような思いで

童話や詩をつくっているのかに着目する子も出てくると考える。どちらも作者を知るためには大切な

思いなので、どちらの読みもできるように宮沢賢治の作品を２５冊程度選び、子どもたちがいつでも

手に取って読めるような環境を整える。 

手立て③「ネームプレート」の活用 

自分の考えや立場をはっきりさせるためにネームプレートを使用する。そうすることで、なかなか

友達の考えを聞き合い、話し合いを深めようとする姿 
→課題を解決するために、自分の考えを述べることは必要である。もう一歩上の姿として、友達

の考えを聞き、自分の考えと比べ、その考えに重ねて考えを述べ合い、課題解決に向けて意見

が深まるような交流をする。この姿は学習だけでなく、学級での話し合い活動や委員会におい

ても生かされる姿となると考えられる。 
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発言できない子も自分の考えを全体に示すことができる。それに加え、自分の考えが友達の意見で変

わったり、さらに強まったりしたことを全体に視覚的に伝えることもできる。友達はどんな立場なの

かわかりやすくすることで自分と友達との共通点や相違点を意識しやすくする。また、「Aさんがそう

考えた理由（根拠）を聞きたい」「自分と違う立場の友達に自分の考えをわかってほしい」といった

相手意識をもたせることができる。自分と友達との共通点や相違点を意識しながら、自分の考えをど

のように伝えていけばよいのか考えながら話す姿を期待したい。 

また、発言した児童の名前を板書に残すことで、誰の考えにどのように重ねて話しているのか、誰

の考えで自分の考えが変わったのかをはっきりさせることができるようにする。 

自分の意見が今どこに位置するのかをはっきりさせるためにネームプレートを動かす活動も取り

入れる。また、意見を聞くときにも自分の考えと比べやすくなり、考えを重ねて発言する姿につなが

ると考えている。自分の考えに似ている友達がいることがわかることで、発言しやすい雰囲気も生ま

れると考える。また、変化が自分でも捉えられるように初めの状態を写真に残し、比べられるように

する。 

手立て⑤課題解決型の読むことの単元計画 

  本単元では、宮沢賢治の作品を読んでから、疑問を課題とし、童話や詩、伝記的な資料を読む活動

につなげる。流れの中から宮沢賢治への疑問や物語に対しての疑問が生まれ、読むことの意欲につな

がると考えている。文章を読み比べたり、重ねて読んだりすることで自分の考えを明確にしていき課

題を解決できるような単元計画としている。そのため、毎時間の振り返りを意識して行い、児童が見

通しをもって学習できるようにする。それぞれが学習活動を通してどのような読みを行っているのか

について理解できるようにしたいとも考えている。 

また、単元全体の振り返りとなる活動を最後にも行い、この単元を通して自分がどのように変わっ

たのかメタ認知できるようにする。そうすることで、自分がどのような力がついたのかがわかり、学

校生活で国語科授業以外の活動でも身につけたい力をいかそうとする姿つながっていくと思う。 
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８．学習指導計画（全１１時間扱い） 

次 時 評価規準【】と 

評価方法☆ 

学習活動 指導上の留意点 
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１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

比喩表現や色を

用いた表現上の

特徴に気付いて

いる。【言】 

☆発言、サイドラ

イン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

宮沢賢治につい

て知るために関

する伝記的資料

と年表資料とを

比べて読むこと

で、当時の賢治が

とらえやすくな

○宮沢賢治について知っているこ

とやイメージを出し合う。 

 

 

○「やまなし」を読み、初めて読

んでみての感想を交流する。 

 

 

○単元の課題を設定する。 

 

 

○「やまなし」を読み、作品の構

成や特徴を交流する。 

 

 

 

○宮沢賢治のどのような思いが込

められているのか考えを交流す

る。 

○感想をもとに課題を設定し、単

元の見通しをもつ。 

 

 

 

 

 

○資料「イーハトーヴの夢」「宮沢

賢治の年表」を比べながら読み、

宮沢賢治の一生についてとらえ

る。 

 

 

 

 

 

・宮沢賢治のイメージを共有し、

有名な作家の一人であること

を確認できるようにする。 

 

・使われている言葉や内容が捉え

にくいことに気付けるように

する。また、気付きにくいこと

をもとに単元の課題につなげ

る。 

 

 

・心に残る表現にサイドラインを

引き、その言葉を出し合い、色

彩を表す表現や比喩が多くつ

かわれていることに気付かせ

る。 

・交流し合い、宮沢賢治の思いが

あまり読み取れなかったこと

を確認する。 

・宮沢賢治の思いを読み取るため

に当時の賢治の思いや同時期

の他の作品を読むことが手が

かりになるのではないかと見

通しをもてるようにする。 

 

 

・「やまなし」が発表された時期

の出来事や作品についても気

付けるようにする。 

・大きな出来事として妹のトシが

亡くなっていることを確認す

る。 

・賢治が自然、他者、家族など様々

なことを大切に思っていたこ

とやその思いが作品に強く表

「やまなし」を自分で評価しよう～なぜ評価されているの？か探ろう～ 

宮沢賢治はどのような人なのか調べよう。 
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４ 

・ 

５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥ 

 

 

 

 

る効果があるこ

とに気付けてい

る。【読】 

☆発言、ノート 

 

 

 

 

 

 
 
考えをまとめる

ために宮沢賢治

に関する資料を

比べたり、摘読し

て探したり、多く

の資料を重ねて

読むなど読み方

を選択して読ん

でいる。【読】 

☆選んだ資料・ノ

ート・発言 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

宮沢賢治につい

て資料を読み取

り考えたことを

発表し合い、もう

一度資料を読み

 

 

○宮沢賢治が何を大切にしていた

のか自分の考えをまとめる。 

 

 

 

○当時の宮沢賢治についてより知

るために他の作品や資料を探し

て選択し、比べたり、重ねたり

するなど読み方を選択し読む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○宮沢賢治に対する自分の考えを

まとめる。 

 

 

 

○宮沢賢治について読み取って、

作家として「一番大事にしてい

ること」について考えたことを

交流する。 

現されていることについて読

みとれるにする。 

・賢治が何を大切にしていたのか

を振り返って書く。 

 

 

 

・情報を集めるための読み方につ

いて確認し、読み方を選択さ

せ、自分の考えをもてるように

する。 

・宮沢賢治が発表している作品や

当時の様子について述べられ

ている資料をいくつか用意し、

宮沢賢治について知るために

自分が必要だと思う資料を選

び、当時の賢治についての思い

を考えたり、情報を集めたりす

る。 

・その他にも宮沢賢治が書いた作

品を用意しておき、手に取れる

ようにしておく。 

・どのような読み方を選択し、読

んだのか、そして読み取れたこ

とを残せるようにする。 

 

 

 

 

・宮沢賢治を作家として「何を一

番大切にしていたのか」につい

て資料を読んで集めた情報か

ら自分の立場を明確にし、自分

の考えをまとめる。 

・宮沢賢治を作家として「何を一

番大切にしていたのか」につい

て、いくつかの観点に分け、資

料を読んで集めた情報から自

資料 

○宮沢賢治の伝記的な資料 

→事実のみを抜粋したもの 

○宮沢賢治の作品 

 →代表的な作品 

 

宮沢賢治が一番大切にしていたことは何か考えよう。 

読み方 
○比べ読み 
 目的をもって、複数の資料を

比較する観点をもとに比べな

がら読むこと 
○摘読 
 本や文章全体を概観しながら

拾い読むこと 
○多読 
 同じ課題で多くの本や文章を

重ねて読むこと 
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７ 

・ 

８ 

 

 

 

 

 

 

 

返すことで自分

の考えを広げた

り、深めたりして

いる。【読】 

☆選んだ資料・ノ

ート・発言 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
作者としての宮

沢賢治について

考えたことをも

とに、読もうとし

ている。【関】 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○交流したことをもとに資料を選

び、読み返す。 

 

 

 

○宮沢賢治について自分の考えを

まとめる。 

 

 

 

 

 

 

 

○作者として宮沢賢治が大切にし

ていることについて考えたこと

をもとに、二つの幻灯が表して

いることについて読み、自分の

考えをまとめる。 

 

 

 

 

分の立場を明確にし、自分の考

えを述べられるようにする。 

・伝記的資料や作品を比べたり、

重ねたりして読んだことをも

とに意見を交流できるように

する。 

・発言した内容とともにネームプ

レートを貼り、友達の考えと比

べられやすくなるようにそれ

ぞれの考えがわかるように板

書の工夫をする。 

・意見交流を行い、自分の考えと

同じ部分や違う部分を意識し

ながら意見を述べ合うように

声をかける。 

・読み取ったことをもとに考えを

交流することでもう一度資料

を読んで確認したり、資料をさ

らに読んだりできるようにす

る。 

・年表、作品、資料や交流をもと

に宮沢賢治の思いや様子につ

いて資料を読み返すことで自

分の考えを再びまとめられる

ようにする。その考えを「やま

なし」の読み取りにいかせるよ

うに言葉をかける。 

 

 

・最後の段落の「私の幻灯」とい

う言葉に着目させ、宮沢賢治が

幻灯にして伝えたかったこと

は何かに着目できるようにす

る。 

・「五月」と「十二月」を比べな

がら、読むことで二つの世界を

対比させながら考えをまとめ

られるようにする。 

「やまなし」を読み返し、宮沢賢治の思いを考えよう 
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三 

 

 

 

 

９ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
宮沢賢治につい

て、資料による情

報を読んだり、文

章を読んだり、交

流したりしたこ

とをもとに自分

の考え書評にま

とめようとして

いる。【関】 

☆書評 

 

 

 

○読み取ったことをもとに考えを

交流する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○交流したことをきっかけにもう

一度文章を読み取り、「やまな

し」についての自分の考えをま

とめる。 

 

○「やまなし」について大事にし

ている観点をそれぞれ簡単に交

流する。 

 

 

○宮沢賢治の「やまなし」で読み

取ったことについての考えをも

とに、作品について書評をまと

める。 

 

 

 

 

○「やまなし」の書評を交流する。 

・考えの共通点や相違点に着目

し、全体で考えを交流するよう

に伝える。 

・発言した内容とともにネームプ

レートを貼り、友達の考えと比

べられやすくなるようにそれ

ぞれの考えがわかるように板

書の工夫をする。 

・意見交流を行い、自分の考えと

同じ部分や違う部分を意識し

ながら意見を述べ合うように

声をかける。 

・意見交流を通して、もう一度「や

まなし」の文章を読み返せるよ

うにする。 

・文章を読み返すための時間を確

保できるようにする。 

・友だちと交流した意見やもう一

度文章を読み返したことをも

とに、「やまなし」に込められ

た思いについての考えをまと

められるようにする。 

・今までの学習を振り返り、自分

の考えを述べられるようにす

る。 

 

 

・大切にしている観点は何か作品

なのか自分の読みを振り返ら

れるようにしたい。 

・今まで読んできた資料や他の作

品を振り返り、「やまなし」の

内容に対する感想や評価する

文章を書けるようにする。 

・友だちがどのような評価をして

いるのかを自分と比べて読め

るようにする。 

自分の考えをもとに「やまなし」を書評にまとめよう。 
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９．本時の展開 

（１）目標 宮沢賢治について資料を読み取り、考えたことを発表し合い、資料をもう一度読み返すこ

とで自分の考えを広げたり、深めたりしている。【読】 

（２）展開 

評価規準【】と 

評価方法☆ 

学習活動 指導上の留意点 

 

    

 

 

 

 

 

 

宮沢賢治について資料

を読み取り考えたこと

を発表し合い、資料をも

う一度読み返すことで

自分の考えを広げたり、

深めたりしている。【読】 

 

☆選んだ資料・ノート・

発言 

 

 

 

 

 

 

1. 学習課題を確認する。 

 

 

 

 

 

２．宮沢賢治について読み取って考え

たことを交流する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．資料を読み返し、宮沢賢治につい

て自分の考えをまとめる。 

 

 

 

 

 

 

４．次時の見通しをもつ。 

 

・宮沢賢治について大切にしているこ

とを観点に分け、自分の今の立場に

ついてネームプレートを張り付け

ることで可視化できるようにする。 

 

 

・伝記的資料や作品を比べたり、重ね

たりして読んだことをもとに意見

を交流できるようにする。 

・発言した内容とともに児童の名前と

資料番号や資料名を書き加え、友達

の考えと比べられやすくしたり、資

料を読み返しやすくしたりできる

ように板書の工夫をする。 

・意見交流を行い、自分の考えと同じ

部分や違う部分を意識しながら意

見を述べ合うように声をかける。 

・途中で意見が変わった場合はネーム

プレートを移動させ、自分でも立場

が分かりやすくなるようにする。 

・読み取ったことをもとに考えを交流

することでもう一度資料を読んで

確認したり、資料をさらに読んだり

できるようにする。 

・年表、作品、資料や交流をもとに宮

沢賢治の思いや様子について資料

を読み返すことで自分の考えを再

びまとめられるようにする。その考

えを「やまなし」の読み取りにいか

せるように言葉をかける 

★授業を観る視点 考えの交流を通して、自分が必要だと思う資料を読み返し、宮沢賢治が大切にして

いたことを考えられているか。 

宮沢賢治が一番大切にしていたことは何だろう。 
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